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動物は様々な感覚器を用いてお互いの情報を交換し、社会生活
を営んでいます。その基礎となるのもが母子間と雌雄間におけ
るコミュニケーションといえます。近年分子生物学的手法を用
いた研究が盛んになり、社会経験や発達期環境がどのように脳
内で社会性の機構を変容させるかが解明されてきました。今回
は、早期離乳モデルを用いた私達の研究成果を中心に、脳の機
能発達と、それらの障害に対する対処法などを紹介いたします。

会場： 筑波大学体芸棟 5C606
世話人：征矢　英昭（2620）　参加費無料、参加申込不要
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